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目的 T2 から T4 の患者における全身 PET の有用性を評価する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Wake Forest 大学 
対象者 1998 年 12 月から 2004 年 7 月までにセンチネルリンパ節生検をう

けた 178 人のうち PET を受けた 64 人。 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 全身 PET 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 センチネルリンパ節転移有り 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

64 人中遠隔転移を発見された者はいなかった。64 人中 60 人に異常

なく 2 人は偽陽性で、2 人にリンパ節転移が見つかった。 
すなわち、センチネルリンパ節生検陽性の 19 人中、PET 所見でも

転移が見られたのは 2 人（11％）であった。 
PET の結果によって治療が変更となった患者はいなかった。 

結論 

厚さ 1ｍｍ以上で転移の無い患者において、潜在性の転移病巣を探す

目的で PET を行うことの有用性は無い。術前検査から PET を削除

することが推奨される。 
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